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滝川市長

滝川市教育委員会　教育長

令　和
４年度

　

人
工
知
能
な
ど
の
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
社
会
を
大
き
く
発
展
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
で
、
足
元
で
は
不
登
校
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な

ど
の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
的
な
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
教
育
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
て
お
り
、「
学
校
の
新
し
い
生
活
様
式
」の
中
で
、
児
童
生
徒

の
学
び
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
を
踏
ま
え
、
基
盤
的
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
育
て
る「
個
別
最
適
な

学
び
」と
、
子
ど
も
た
ち
の
多
様
な
個
性
を
最
大
限
に
生
か
す「
協
働
的
な

学
び
」の
一
体
的
な
充
実
を
図
り
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の

視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
進
め
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を
着
実
に
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
個
性
や
能
力

を
生
か
し
な
が
ら
社
会
活
動
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

生
き
生
き
と
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
教
育
大
綱
及
び
教
育
推
進
計
画
で

定
め
た「
未
来
を
拓
く『
た
き
か
わ
っ
子
』の
育
成
」と「
誰
も
が
学
び
、
誰

で
も
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
」と
い
う
二
つ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

学
校
関
係
者
や
市
民
の
皆
様
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
豊
か
な
教
育
の
実

現
を
目
指
し
て
、
教
育
行
政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市政執行方針

教育行政執行方針

【問合先】  企画課
                    ℡28-8004　

【問合先】  教育委員会
                    ℡28-8042　

前田　康吉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
新
種
株
の
発
生
や
そ
の
感
染
力
の

高
さ
な
ど
も
あ
り
、
未
だ
に
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
健
康
と
生
活
を
守
る
べ
く
、
引
き
続
き

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
、
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、

併
せ
て
社
会
経
済
活
動
も
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
の
対
策
と
し
て
は
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、
市

民
生
活
を
守
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
の
新
築
な
ど

に
係
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
主
食
用
米
の
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
で
影
響
を
受
け
た
水

稲
農
家
に
対
す
る
生
産
費
の
一
部
助
成
や
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
主
軸
と
し
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
も
鑑
み
、
将
来
の

公
共
施
設
全
体
の
方
向
性
を
示
す「
滝
川
市
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
」を

策
定
す
る
中
で
、
市
民
の
皆
様
の
声
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
新
ホ
ー
ル
建

設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
の
20
年
後
を
見
据
え
た「
滝
川
市
総
合
計
画
」の
策
定
作
業

を
進
め
て
お
り
、
将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
を
市
民
の
皆
様
と

共
有
し
、
人
口
減
少
下
に
お
い
て
も
、
住
み
た
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て
住

み
続
け
た
い
と
思
え
る
、
都
市
機
能
と
田
園
風
景
が
調
和
し
た「
ち
ょ
う

ど
い
い
田
舎
」滝
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

田中　嘉
よ し き

樹

市公式ホームページ→組織案内
→企画課→「市政執行方針・予算大網」

市公式ホームページ→滝川市教育委員会
→「教育行政執行方針」　

市政執行方針・教育行政執行方針の全文については、市立図書館（市役所２階）行政資料コーナーや江部乙支所
で閲覧できるほか、市公式ホームページからもご覧になれます。　

社会教育

学校教育 

　高度情報社会を生きるすべての子どもたちの可能性を引き出す学びの実現に向けて、学校におけるＩＣＴ環
境の充実がますます求められているため、ＧＩＧＡスクール構想により整備された１人１台端末により、学習
者用デジタル教科書や授業支援システムなどのソフトウェアを効果的に活用し、情報活用能力の育成を図ると
ともに、空知教育センターが主催する研修の活用を促し、ＩＣＴ環境下での教職員の実践力を養成します。

　各校のいじめ対策組織の体制を十分に機能させ、昨今増加が懸念されるＳＮＳによるインターネット上のい
じめ、新型コロナウイルス感染症に関連したいじめや差別、偏見などにも対応すべく、いじめ防止専門委員会
やいじめ問題対策連絡協議会の専門的な知見も取り入れ、未然防止と早期発見・早期対応に努めます。

　新学習指導要領で重要とされた情報教育や防災・安全教育の充実のほか、国際社会や地域社会に貢献する意
欲や態度を養う教育活動の工夫が図れるよう、創立50周年の節目に合わせ、体育館の大規模改修や、いわゆる「Ｂ
ＹＯＤ」に向けたＩＣＴ教育環境の整備に努めます。
※ＢＹＯＤ…個人所有のタブレット端末等を学校に持ち込んで使用すること。

　滝川市文化センターを本年３月をもって全館閉館とし、新たなホール機能を持った施設に向け市長部局と検
討を進めるとともに、代替施設としてホテルスエヒロの一部を借り上げ、「滝川市民交流プラザ」をオープンし
ます。併せて、大ホールの代替として空知管内のホール施設を利用する場合には、施設使用料の一部を助成し、
市民の文化活動を支援します。

　郷土館に収蔵されている人造石油の関係資料が、昨年９月に国立科学博物館より重要化学技術史資料に登録
されたことを受け、特別展「石油ヲ造レ　－ 東洋一の人造石油滝川工場 －」を開催します。

　ルーツ探しや調べ学習等で活用できるよう、市内各所においてまちの移り変わりを記録する定点撮影を継続
し、市民と協働しながら地域情報と結び付けていく、新たな地域資料を作成します。
　また、調べ学習を支援する「調べる窓口」を充実させ、「滝川市立図書館を使った調べる学習
コンクール」につなげるとともに、第２次滝川市子どもの読書活動推進計画に基づき、
読書習慣の定着や自ら学び考える力を育む施策を推進します。

【
特
集
】　

令
和
４
年
度　

市
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針　

お
わ
り


